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特
集

展へ向けて復興から発展へ向けて復興から発展へ向けて復興から発
３
月
定
例
会

平成 27年度 当初予算成立　一般会計522億 5,000万円　一般会計522億 5,000万円
町政、５つの主要方針
〜施政方針及び予算概要から〜

Pick Up ！

　消費一般に広く課税される

間接税の一つ。

　税率８％のうち、国分が

6.3％、地方分が1.7％になっ

ています。

　いわゆる逆累進性があり、

低所得者ほど所得に対する負

担割合が大きくなる傾向があ

ります。

消費税

1. 震災復興 〜 生活・住宅再建

　仮設住宅集約化、地域コミュニティ

　ーの再構築。

　ハザードマップの作成、地域自主防

　災組織育成と支援。

　医療費無料化を 18 歳まで拡充、保

　育料の軽減、学童保育体制強化。

2. 公共施設整備 〜 スピード感を持っ

　て進める

　戸倉小学校・町立南三陸病院（仮称）

　建設。

　役場庁舎・歌津総合支所設計着手、

　水道水源新設。

3. 「感謝・絆プロジェクト」 〜 交流人

　口の拡大

　ボランティア等との結びつきの維持。

　応援自治体との交流・連携。復興情

　報の発信。

4. グランドデザイン具現化 〜 町づく

　り会社設立支援

　「観光特区」「ものづくり特区」制度

　の活用。

　地方卸売市場の開設、水産物のブラ

　ンド化。

5. 地方創生 〜 地方版総合戦略の計画

　策定

　「まち、ひと、しごと創生」で人口

　減対策、　雇用創出、地域資源の掘

　り起こし。

　

政
府
は
震
災
か
ら
５
年
を

﹁
集
中
復
興
期
間
﹂
と
し
て
お

り
、
終
了
後
は
国
の
支
援
が

減
額
さ
れ
、
復
興
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
期
間

の
延
長
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
合
併
か
ら
10
年
目

の
節
目
に
も
な
り
、
新
た
な

長
期
総
合
計
画
の
策
定
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

国
が
進
め
る
﹁
地
方
再
生
﹂

の
た
め
の
計
画
策
定
な
ど
、

人
口
減
少
・
高
齢
化
・
雇
用

の
確
保
な
ど
の
、
難
し
い
課

題
に
実
効
あ
る
対
策
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

集
中
復
興
期
間
最
終
年

課
題
山
積
、
実
効
あ
る
対
策
は

　　22年度

　　23年度

　　24年度

　　25年度

　　26年度

　　27年度

東日本大震災発生

総額　82億3 千万円

総額　300億8 千万円

  355.0 663.0 総額  １,018 億円

664.7 総額  609億2 千万円

 398.5

当初予算

増額補正予算

減額補正予算

（55億5 千万円  減額補正）

 522.5

予算総額の推移（平成22年度～平成27年度）

74.8 7.5

＊単位：億円（千万以下四捨五入）

74.0 226.8

 166.3 総額  564億8 千万円
( 平成27年３月31日現在 )

その他（一般）
67,000　1.3%

繰入金
2,775,000
53.1%

寄付金
63,000　1.2%

県支出金
307,000　5.9%

国庫支出金
525,000
10.0%

その他（特定分）
11,000　0.2%

町債
189,000
3.6%

地方消費税交付金
22,000　0.4%

町税
103,000　2.0%

( 単位：万円 )

災害復旧費
604,600
11.6%

総務費
258,800　5.0%

予備費
5,900
0.1%

公債費
120,300　
2.3%

教育費
101,800　
1.9%

議会費
12,400　0.2%

民生費
207,100　4.0%

衛生費
145,900　2.8%

農林水産業費
127,100　2.4%

商工費
55,400　
1.1%

土木費
53,100　
1.0%

消防費
46,300　
0.9%

一般財源
（町で決めることができる）

29.6%

特定財源
（使い道が決められている）

70.4%

歳入

復興費
3,486,300
66.7%

( 単位：万円 )

総 

括 

質 

疑

地方交付税
1,163,000　
22.3%

／／／／

／／／／

く
な
り
、
地
方
に
も
応
分
負
担
が
求

め
ら
れ
る
の
で
は
。

答　

引
き
続
き
復
興
期
間
延
長
と
全

額
国
費
支
援
を
要
望
し
て
い
く
。

問　

震
災
４
年
が
過
ぎ
て
、
検
証
し

て
初
め
て
新
し
い
防
災
対
策
が
生
ま

れ
る
の
で
は
。

副
町
長　

震
災
の
教
訓
と
し
て
、
職

員
に
自
分
の
身
を
守
る
判
断
を
ど
こ

ま
で
付
与
で
き
る
か
、
大
変
難
し
い

問
題
で
あ
り
、
検
討
に
値
す
る
と
考

え
て
い
る
。

問　

ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
人
材
育
成
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　

若
い
方
々
が
い
か
に
町
を
引
っ

張
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
事
に
掛
か

っ
て
い
る
の
で
、
非
常
に
重
要
で
あ

る
。

問　

こ
の
方
針
は
住
民
目
線
に
立
っ

て
い
る
の
か
、
何
を
選
択
し
て
何
を

集
中
し
て
い
く
の
か
見
え
な
い
が
。

答　

早
く
復
興
事
業
を
進
め
る
こ
と

が
、
大
き
な
課
題
だ
と
思
う
。

問　

27
年
度
で
集
中
復
興
予
算
が
無

歳出

中央要望  活動の様子

55.5



答答 問答 問

問答 問

問答 問答 問答 問
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答問

当
初
予
算
特
別
委
員
会

当
初
予
算
特
別
委
員
会

歳
　
入

財
産
収
入

答 問
地
方
譲
与
税

答 問
地
方
交
付
金

　
　

復
興
交
付
金
予
算
の
工

事
完
了
ま
で
の
動
向
は
。

　
　

27
年
度
１
年
間
で
は
難

し
い
が
、
期
間
延
長
も
含
め

予
定
ど
お
り
工
事
が
で
き
る

よ
う
対
応
す
る
。

答
諸
収
入

　
　

東
京
電
力
損
害
賠
償
金

の
使
途
は
。

　
　

放
射
能
測
定
機
器
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
想
定
し
て

い
る
。

　
　

仮
設
住
宅
の
土
台
の
整

備
は
。

　
　

県
で
サ
ン
プ
リ
ン
グ
調

査
を
し
て
い
る
。
問
題
が
あ

れ
ば
対
応
し
て
行
く
。

答問
分
担
金
及
び
負
担
金

答 問
使
用
料
及
び
手
数
料

　
　

被
災
者
が
入
居
完
了
後

の
災
害
公
営
住
宅
の
空
室
の

対
応
は
。

　
　

県
内
全
域
を
見
な
が
ら
、

一
定
入
居
達
成
後
、
一
般
の

方
の
入
居
を
考
え
て
い
く
。

答問
国
庫
支
出
金

　
　

寄
木
線
の
復
旧
は
。

　
　

新
年
度
早
々
か
ら
工
事

の
準
備
を
始
め
た
い
。

答 問問
県
支
出
金

　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
個
所
の
考
え
方
は
。

　
　

新
病
院
や
戸
倉
小
学
校

な
ど
に
導
入
を
図
る
。

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯

◯

◯

◯

◯

予
算
は
ど
う
使
わ
れ
る
の
か

　
　

配
当
金
の
伸
び
は
。

　
　

株
価
が
上
昇
し
て
い
る

た
め
。

答
町
税

　
　

軽
自
動
車
税
増
収
の
根

拠
は
。

　
　

税
率
は
昨
年
と
同
じ
だ

が
登
録
台
数
の
増
加
が
要
因

で
あ
る
。

　
　

税
収
の
伸
び
の
背
景
、

動
向
は
。

　
　

償
却
資
産
が
特
に
伸
び
、

全
体
と
し
て
上
昇
し
て
来
て

い
る
。

　
　

た
ば
こ
税
減
収
の
要
因

は
。

　
　

コ
ン
ビ
ニ
の
相
次
ぐ
撤

退
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え

る
。

　
　

入
湯
税
の
減
収
の
要
因

は
。

　
　

入
れ
込
み
数
は
同
じ
だ

が
、
課
税
免
除
対
象
者
な
ど

加
味
し
た
た
め
。
︵
家
族
連

れ
、
修
学
旅
行
生
︶

　
　

町
道
が
増
え
て
い
る
と

思
わ
れ
る
中
で
の
減
収
と
は
。

　
　

道
路
台
帳
等
震
災
で
一

切
が
失
わ
れ
た
。
現
在
以
前

の
数
値
で
対
応
し
て
い
る
た

め
。

答 問

答

問

答 問

答 問 答 問

答 問 答 問

答 問問

問

答答 問 問

歳
　
出

議
会
費

総
務
費

衛
生
費

農
林
水
産
業
費

土
木
費

民
生
費

消
防
費

介
護
保
険

国
民
健
康
保
険

特 

別
会 

計

答 問 答 問
市
場
事
業

答 問
　
　

後
発
医
薬
品
︵
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
︶
の
Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

　
　

医
療
費
通
知
等
通
じ
普

及
の
取
り
組
み
を
す
る
。

　
　

当
町
の
介
護
認
定
者
数

は
。

　
　

全
体
で
８
９
２
名
の
方

が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　

市
場
完
成
と
合
わ
せ
漁

協
施
設
は
。

　
　

市
場
に
隣
接
し
た
場
所

に
志
津
川
漁
協
事
務
所
。
歌

津
漁
協
事
務
所
は
伊
里
前
埋

め
立
て
地
に
計
画
さ
れ
て
い

る
。

答

　
　

防
集
の
合
併
浄
化
槽
へ

の
補
助
は
。

　
　

事
業
が
始
ま
っ
て
以
来

変
わ
っ
て
い
な
い
。
低
炭
素

社
会
対
応
型
の
新
設
を
す
る

被
災
者
に
は
金
額
は
同
じ
で

す
べ
て
補
助
す
る
。

◯
◯
◯
◯
◯

◯

◯

◯

◯

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

有
料
道
路
の
通
行
料
、

又
車
両
借
り
上
げ
料
増
額
の

経
緯
は
。

　
　

短
時
間
で
の
業
務
遂
行

に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

原
子
力
災
害
に
対
す
る

避
難
訓
練
の
予
定
は
。

　
　

国
の
指
針
改
定
作
業
が

進
行
し
て
い
る
の
で
推
移
を

見
な
が
ら
、
県
と
合
わ
せ
た

形
で
実
施
す
る
予
定
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
設

立
状
況
は
。

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
調
整
が
必

要
で
遅
れ
て
い
る
が
７
月
の

設
立
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設

置
の
目
的
は
。

　
　

地
方
創
生
、
官
民
連
携

の
時
代
に
即
応
で
き
る
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
と
す
る
。

　
　

住
民
健
診
等
の
受
診
率

を
向
上
す
べ
き
で
は
。

　
　

個
人
負
担
を
減
ら
す
な

ど
、
改
善
に
向
け
努
力
し
て

い
く
。

　
　

シ
ロ
ザ
ケ
の
放
流
状
況

は
。

　
　

震
災
の
影
響
で
回
帰
率

が
悪
く
不
足
し
た
が
、
他
の

淡
水
組
合
の
協
力
で
予
定
の

事
業
が
実
施
さ
れ
た
。

商
工
費

　
　

伊
里
前
市
街
地
整
備
に

係
る
用
地
の
買
収
状
況
は
。

　
　

特
定
の
事
情
が
あ
る
土

地
を
除
き
６
割
は
契
約
済
み

で
あ
り
、
現
計
画
で
は
４
月

か
ら
事
業
化
に
シ
フ
ト
し
て

く
。

　
　

仮
設
住
宅
集
約
化
の
進

捗
状
況
は
。

　
　

目
的
外
使
用
等
を
含
め

最
終
的
な
検
討
を
し
て
い
る
。

　
　

消
防
署
の
再
建
計
画
を

示
せ
。

　
　

土
地
造
成
の
関
係
で
遅

れ
て
い
る
が
、
広
域
消
防
と

の
協
議
の
上
で
志
津
川
消
防

署
、
歌
津
出
張
所
の
再
建
を

進
め
る
。

　
　

町
道
、
農
道
、
林
道
等

の
検
証
を
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　

現
在
道
路
の
整
備
方
針

に
つ
い
て
検
討
作
業
を
行
っ

て
い
る
。

水
道
事
業

　
　

当
町
と
近
隣
市
町
の
水

道
料
金
の
差
は
。

　
　

き
れ
い
な
井
戸
水
を
使

用
し
て
い
る
た
め
安
く
な
っ

て
い
る
。

病
院
事
業

公
共
下
水
道
事
業

答 問
教
育
費

　
　

町
内
の
教
員
の
勤
務
状

況
は
。

　
　

超
過
勤
務
に
つ
い
て
の

指
導
は
し
て
い
る
が
精
査
し

改
善
が
必
要
と
考
え
る
。

答 問
災
害
復
旧
費

　
　

自
主
防
災
組
織
の
設
立

状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　

現
在
17
団
体
が
組
織
化

さ
れ
て
お
り
今
後
も
各
会
議

等
、
機
会
を
捉
え
早
期
設
立

に
努
め
て
い
く
。

　
　

防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設

計
画
は
。

討
論
討
論
討
論

賛
　
成

　
　

こ
の
予
算
の
中
に
被
災
に
よ
っ
て
上
げ
ら
れ
た
土
地

の
代
金
に
よ
っ
て
各
種
保
険
料
が
上
が
る
と
い
う
住
民
負

担
が
ふ
え
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
反
対
と
し
ま
す
。

小
野
寺
久
幸
議
員

佐
藤
宣
明
議
員

　

本
予
算
は
、
平
成
26
年
度
対
比
31
％
増
の
歳
入
歳
出
５

２
２
億
５
０
０
０
万
円
で
編
成
さ
れ
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
さ
に
復
興
事
業
が
佳
境
に
入
る
中
で
、
震

災
復
興
関
係
予
算
が
66
％
を
占
め
る
と
い
う
内
容
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
内
容
的
に
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
あ
る
い

は
子
育
て
支
援
、
あ
る
い
は
時
代
の
要
請
で
地
方
創
生
に

も
配
慮
し
た
計
上
と
な
っ
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

被
災
町
民
は
特
に
生
活
再
建
、
住
宅
再
建
事
業
等
の
、
ま

ち
び
ら
き
事
業
も
含
め
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
層
の
加

速
化
を
強
く
望
ん
で
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
各
種

事
業
の
さ
ら
な
る
ス
ピ
ー
ド
化
、
あ
る
い
は
確
実
化
を
望

み
賛
成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

反
　
対

　
　

防
災
機
能
の
中
核
と
な

る
施
設
は
役
場
庁
舎
内
で
あ

り
、
総
合
支
所
も
機
能
は
持

つ
こ
と
に
な
る
。

　
　

子
ど
も
医
療
費
助
成
金

拡
大
の
考
え
は
。

　
　

平
成
27
年
度
実
施
を
目

途
に
現
在
作
業
を
進
め
て
い

る
。

　
　

田
束
山
の
整
備
は
。

　
　

気
仙
沼
市
と
の
間
で
共

有
地
の
除
草
作
業
を
し
て
い

る
。

答

　
　

新
病
院
完
成
と
共
に
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
は
出
来

な
い
か
。

　
　

財
源
の
問
題
が
あ
り
難

し
い
。
県
の
動
向
を
注
視
し

て
い
る
。

慎
重
審
議
の
結
果
、
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

進
む
住
宅
再
建

充実した医療体制が期待される
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答 問答 問

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

算
正補

予
一
般
会
計

介  

護  

保  

険

居
宅
介
護
支
援
事
業

水
道
事
業

　

事
業
会
計
の
収
益
的
収

入
・
支
出
、
資
本
的
収
入
と

も
減
額
補
正
す
る
も
の
。

公
共
下
水
道
事
業

病
院
事
業

問答
　
　

新
病
院
の
開
院
予
定
は
。

　
　

12
月
中
旬
頃
を
目
標
に

し
た
い
。

　
　

医
師
の
招
聘
は
、
特
に

透
析
の
専
門
医
は
。

　
　

東
北
大
学
病
院
か
ら
医

師
３
名
の
派
遣
を
受
け
る
。

透
析
専
門
医
は
厳
し
い
、
医

師
・
看
護
師
が
研
修
を
踏
ま

え
、
開
院
時
に
は
透
析
ま
で

対
応
し
た
い
。

以
上
は
、
す
べ
て
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
総
額
は
、
前
年
度
同
時
期
と
比
較
し
て
95
億
円
少
な
い
５
２
５
億

円
で
、
通
常
分
が
70
億
円
で
１
３
・
３
％
、
震
災
復
興
分
が
４
５
５
億
円
で
８
６
・
７
％
に
な
り
、
な
か

で
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
の
は
建
設
事
業
費
で
全
体
の
54
％
に
な
り
ま
し
た
。

27 事業で 116億円
◇
繰
越
３
事
業
変
更

・
防
集
団
地
集
会
所
整
備

事
業

　

８
団
地
の
集
会
所
を
買
い

取
る
、
地
区
は
長
清
水
、
寄

木
・
韮
の
浜
、
田
の
浦
、
館

浜
、
西
田
・
細
浦
、
西
戸
、

松
崎
、
波
伝
谷
地
区
と
な
る
。

・
志
津
川
被
災
市
街
地
国

県
道
整
備
外
業
務

　

国
・
県
道
路
は
、
直
接

国
・
県
が
工
事
を
行
う
。

・
橋
梁
災
害
復
旧
整
備
事

業
委
託
業
務

　

中
橋
の
橋
梁
下
部
工
を

左
・
右
岸
に
分
け
、
債
務
負

担
行
為
は
左
岸
だ
け
と
な
る
。

　
　

特
別
交
付
税
減
額
の
理

由
は
。

　
　

事
業
計
画
は
最
大
限
の

事
業
費
で
計
上
、
年
度
末
に

な
り
事
業
実
績
で
精
算
し
た

た
め
で
あ
る
。

　
　

集
会
所
の
整
備
基
準
は
。

　
　

被
災
し
た
行
政
区
等
で

集
会
場
が
失
わ
れ
た
と
こ
ろ

を
対
象
。

　
　

塵
芥
処
理
費
で
焼
却
灰

の
埋
め
立
て
委
託
費
が
減
額

さ
れ
た
が
。

　
　

当
初
は
青
森
ま
で
運
搬

し
た
が
、
近
場
の
山
形
に
処

理
施
設
が
見
つ
か
り
運
搬
費

の
減
額
と
焼
却
量
の
減
量
が

生
じ
た
た
め
で
あ
る
。

　
　

被
災
農
業
者
に
支
援
の

考
え
は
。

　
　

被
災
農
家
経
営
体
支
援

事
業
交
付
金
で
、
営
農
を
再

開
す
る
農
家
に
は
草
刈
・
堆

肥
の
搬
入
支
援
を
考
え
る
。

後
期
高
齢
者
医
療

市  

場  

事  

業

企
業
会
計

　
　

国
民
健
康
保
険
者
数
は

何
名
い
る
か
。

　
　

震
災
前
と
比
べ
２,

０

０
０
名
以
上
の
減
少
、
26
年

11
月
末
で
は
４,

８
５
２
名

の
被
保
険
者
数
で
加
入
率
は

38
％
で
あ
る
。

　

被
保
険
者
数
確
定
で
広
域

連
合
に
納
付
す
る
納
付
金
の

減
額
補
正
と
な
る
。

　
　

保
険
料
の
引
き
上
げ
で

他
市
町
と
の
比
較
は
。
又
、

対
策
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

　
　

改
正
前
は
中
頃
、
今
回

の
改
正
で
は
上
位
に
な
る
。

対
策
は
難
し
い
。

　
　

26
年
度
で
居
宅
介
護
支

援
事
業
が
終
了
、
事
業
の
成

果
は
。

　
　

民
間
も
そ
れ
な
り
に
軌

道
に
乗
っ
た
。
今
後
に
つ
い

て
は
指
導
の
立
場
に
回
る
。

　
　

買
い
受
け
人
を
多
く
す

る
べ
き
で
は
。

　
　

漁
協
な
ど
と
実
情
を
確

認
し
検
討
し
て
い
く
。

　
　

新
市
場
の
利
用
方
法
で

サ
ン
マ
船
入
港
の
考
え
は
。

　
　

漁
協
と
相
談
し
な
が
ら

サ
ン
マ
船
の
誘
致
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
。　

　
　

下
水
道
工
事
で
、
入
札

不
調
の
説
明
を
。

　
　

指
名
競
争
入
札
で
５
社

指
名
︵
２
社
辞
退
︶
し
入
札
、

予
定
価
格
に
達
し
な
い
た
め
、

再
度
入
札
を
実
施
し
た
が
３

社
と
も
辞
退
し
た
た
め
。

特別会計の補正

減額２億６,９００万円（－１０.１％）

減額　　２,１００万円（－１３.０％）

減額　　６,４００万円  （－３.９％）

減額　　　　 ２５万円  （－１.４％）

増額　　　 １０２万円  （＋４.９％）

減額　　　 ８１８万円  （－３.２％）

国民健康保険　　

後期高齢者医療　

介護保険　　　　

居宅介護支援事業

市場事業　　　　

公共下水道事業　

予算２６億５,０００万円

予算　１億６,１００万円

予算１６億１,８００万円

予算　　　１,７２５万円

予算　　　２,０５０万円

予算　２億５,１７３万円　

企業会計の補正

減額　　２,５４９万円  （－５.８％）

減額　　３,０００万円  （－７.１％）

増額　　３,４２２万円  （＋２.６％）

増額　　１,０２２万円  （＋０.７％）

減額　　　 ６１６万円  （−０.７％）

減額　　　 ３２５万円  （－０.３％）

予算   ４億３,５７５万円

予算　４億１,９６１万円

予算１２億８,４４９万円

予算１２億９,５００万円

予算　８億５,８１６万円

予算　８億５,８１６万円　

水道事業 （収益）

　　　　 （費用）

病院事業 （収益）

               (費用）

         (資本収入)

　　 （資本支出）

答 問

を新年度へ繰越

答 問

問

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
が
増
額

補
正
さ
れ
た
理
由
は
。

　
　

毎
年
５
０
０
件
前
後
で

昨
年
の
金
額
は
２,

９
０
０

万
円
、
２
月
の
集
計
２,

３

０
０
万
円
、
３
月
が
申
告
時

期
な
の
で
前
年
並
み
と
思
わ

れ
る
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
お
返

し
の
内
容
は
。

　
　

地
元
の
特
産
品
を
季
節

に
応
じ
て
組
み
合
わ
せ
、
金

額
で
贈
答
品
を
変
え
て
い
る
。

　
　

松
原
に
あ
っ
た
公
園
・

グ
ラ
ン
ド
の
復
旧
は
。

　
　

志
津
川
中
学
校
下
で
志

中
大
橋
の
東
側
に
整
備
中
。

　
　

水
産
加
工
場
等
施
設
整

備
事
業
で
18
億
円
が
繰
越
だ

が
。　
　

　
　

補
助
率
が
７
／
８
で
６

社
決
定
し
て
い
る
。
27
年
度

に
完
成
し
て
い
く
計
画
の
た

め
で
あ
る
。

答 問

農業機械格納庫



答 問答 問答 問

答

答

答問答

答答

南三陸町議会だより 第37 号 ●８南三陸町議会だより 第37 号●９

正
例条

改

答

地方創生・官民連携推進室新設

新
副
町
長
選
任

　
遠
藤
健
治
副
町
長
の
後
任
に

最
知
明
広
前
保
健
福
祉
課
長
を

選
任
。

監
査
委
員
の
選
任

　
首
藤
勝
助
氏
が
任
期
満
了
の

た
め
、
後
任
に
芳
賀
長
恒
氏
を

選
任
。

企
業
立
地
促
進
に
係

る
条
例

　

関
連
す
る
県
の
計
画
に
基

づ
き
承
認
を
受
け
て
い
る
構

造
物
な
ど
を
課
税
免
除
す
る

も
の
。

過
疎
地
域
自
立
促
進

に
係
る
条
例

　

26
年
４
月
か
ら
過
疎
地
域

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

特
定
の
事
業
の
償
却
資
産
な

ど
を
課
税
免
除
す
る
も
の
。

３
か
年
の
減
税
条
例
、

２
本
成
立

被
災
土
地
・
家
屋
の

免
税
を
継
続

　

国
の
制
度
が
終
了
し
各
自

治
体
で
の
判
断
に
な
る
た
め

条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

　
　

新
た
に
申
請
す
る
必
要

が
あ
る
の
か
。

　
　

26
年
度
ま
で
と
使
用
状

況
に
大
き
な
変
化
が
な
け
れ

ば
申
請
は
必
要
な
く
、
今
ま

で
通
り
の
減
免
が
受
け
ら
れ

る
。子

育
て
支
援
へ
、

町
予
算
投
入

　

新
制
度
に
よ
る
新
保
育
料

を
設
定
。
総
額
と
し
て
は
現

行
よ
り
約
50
％
の
値
下
げ
に

な
る
も
の
。

　
　

減
収
分
の
財
源
は
。

　
　

全
て
町
の
予
算
で
２
０

０
０
万
円
以
上
を
補
う
。
過

疎
債
の
活
用
も
考
え
て
い
る
。

　
　

待
機
児
童
は
。

　
　

被
災
に
よ
り
両
親
の
就

労
状
況
が
変
化
し
た
こ
と
で

１
〜
２
名
い
る
が
、
近
隣
の

他
の
保
育
所
へ
入
所
で
き
る

予
定
。

,

行政組織改変により企画課内に

以
上
は
、
す
べ
て
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

道
路
法
施
行
令
の
改
正
に

よ
り
料
金
を
見
直
し
。
ま
た
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
で
電
柱

の
地
下
化
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、
そ
の
項
目
を
追
加
す
る

も
の
。

　
　

占
用
料
は
町
の
収
入
と

な
る
が
、
減
額
の
見
込
み
は
。

　
　

電
力
柱
・
電
話
柱
の
占

用
料
が
大
き
く
、
約
１
２
０

万
円
の
減
額
。
個
人
の
方
に

は
影
響
は
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
国
が
定
め
て
い

た
要
支
援
１
、
２
の
方
の
ケ

ア
プ
ラ
ン
作
成
事
業
等
の
基

準
を
町
で
定
め
る
も
の
。

　
　

本
町
独
自
の
基
準
は
。

　
　

暴
力
団
排
除
、
記
録
の

保
存
期
間
の
延
長
を
盛
り
込

む
。
制
度
移
行
ま
で
に
猶
予

期
間
が
あ
る
の
で
、
そ
の
間

に
問
題
点
を
整
理
し
た
い
。

　

第
６
期
︵
27
〜
29
年
度
︶

の
計
画
に
従
い
制
度
を
見
直

し
、
基
準
保
険
料
は
４，

５

０
０
円
か
ら
６，

０
０
０
円

へ
値
上
げ
。

　
　

町
民
の
負
担
増
だ
が
、

軽
減
策
は
。

　
　

一
般
会
計
か
ら
の
法
定

外
の
繰
入
れ
は
出
来
ず
、
保

険
料
を
上
げ
な
い
と
増
大
す

る
事
業
費
を
ま
か
な
え
ず
、

制
度
が
破
綻
し
て
し
ま
う
。

　
　

今
後
の
見
通
し
は
。

　
　

高
齢
者
が
増
え
る
の
で

保
険
料
も
上
が
る
見
通
し
。

介
護
保
険
料
を

値
上
げ

道
路
占
用
料
を

値
下
げ

要
介
護
の
認
定
率
を
下
げ
る

た
め
予
防
に
力
を
入
れ
て
い

く
。

  　
　
　
　
　
　

小
野
寺
久
幸
議
員

　

 

市
町
村
で
の
制
度
維
持
は
難
し
く
、
国
の
繰
入
れ
を

増
や
す
べ
き
で
保
険
料
の
値
上
げ
に
は
反
対
す
る
。

  　
　
　
　
　
　

菅
原
辰
雄
議
員

　

 

制
度
運
営
の
た
め
に
改
正
は
や
む
を
得
な
い
も
の
な

の
で
賛
成
す
る
。

答

介
護
予
防
・
包
括
的
支

援
の
基
準
条
例
化

新
町
建
設
計
画
を

変
更

　

合
併
か
ら
10
周
年
を
迎
え

る
が
、
震
災
に
よ
り
合
併
特

例
債
の
発
行
期
限
を
も
う
10

年
間
延
長
で
き
る
よ
う
に
す

る
も
の
。

　
　

町
の
借
金
を
増
や
し
て

い
っ
て
大
丈
夫
な
の
か
。

　
　

国
の
補
助
が
あ
り
実
質

３
割
程
度
の
負
担
で
済
む
も

の
だ
が
、
将
来
負
担
を
考
え
、

必
要
と
さ
れ
る
も
の
に
し
ぼ

っ
て
起
債
す
る
。

　
　

合
併
の
効
果
が
上
が
る

よ
う
な
使
い
方
を
す
べ
き
で

は
。

　
　

今
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も

そ
の
よ
う
に
使
う
。

　
　

こ
の
先
の
合
併
の
可
能

性
は
。

　
　

単
独
で
や
っ
て
い
け
る

よ
う
に
、
議
会
の
協
力
も
得

な
が
ら
様
々
な
施
策
を
展
開

し
て
い
く
。

答

管
財
課
設
置

復
興
用
地
課
の
業
務
に
お
お

む
ね
め
ど
が
つ
い
た
の
で
、

総
務
課
の
財
産
管
理
係
と
業

務
を
統
合
し
町
の
財
産
を
総

合
的
に
管
理
す
る
も
の
。

採
決

　
人
事
案
件
の
た
め
無
記
名

投
票
に
よ
り
採
決

　
副
町
長
　
　

　
　
賛
成
11

　
　
反
対
２

　
　
無
効
２
　

　
　
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

　
監
査
委
員
　

　
　
賛
成
12

　
　
反
対
３

　
　
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

　
　

地
方
創
生
・
官
民
連
携

推
進
室
に
は
、
庁
舎
内
の
横

の
つ
な
が
り
の
強
化
と
民
間

の
意
見
の
吸
い
上
げ
を
期
待

す
る
が
。

　
　

志
津
川
・
伊
里
前
の
ま

ち
づ
く
り
の
中
枢
を
担
う
部

署
で
あ
り
、
復
興
か
ら
発
展

に
向
け
て
各
所
と
の
連
携
に

力
を
入
れ
て
い
く
。

　
　

継
続
的
な
取
り
組
み
を

し
て
い
く
た
め
に
も
、
企
画

課
か
ら
独
立
さ
せ
て
は
。

　
　

計
画
を
作
成
し
実
行
し

て
い
く
中
で
、
体
制
の
強
化

も
検
討
し
て
い
く
。

賛
　
成

反
　
対

問

問

問

問問

問

問

問

討
論
討
論
討
論

答 問
　
　

３
年
と
い
う
期
間
の
短

さ
や
認
定
要
件
な
ど
の
根
拠

は
。

　
　

関
係
す
る
省
令
で
定
め

ら
れ
て
お
り
、
町
独
自
で
の

変
更
は
で
き
な
い
。

まちびらきへ向け全力

充実される子育て支援



問答

答 問

答

問 答

答 答問 問

答答 問 問

答 問問

答

南三陸町議会だより 第37 号 ●10

問 答問

Q
＆

Ａ

一
般
質
問

南三陸町議会だより 第37 号●11

町
長
　
激
化
す
る
産
地
間
競
争
に
対
応
し
て
い
く

高
度
衛
生
管
理
型
市
場
の
早
期
実
現
を

水産振興

　

円
滑
な
漁
業
経
営
継
続
に
支
援
の
考
え
は

  

町
長
　
財
政
支
援
は
困
難
な
状
況

漁業支援

　
　

漁
業
経
営
が
安
定
す
る

ま
で
の
限
定
措
置
は
で
き
な

い
か
。

　
　

他
の
分
野
も
含
め
ハ
ー

ド
ル
が
高
過
ぎ
る
の
で
困
難

で
あ
る
。

　

 

　
　

漁
業
共
済
加
入
に
お
い

て
掛
金
の
補
助
は
で
き
な
い

か
。

　
　

制
度
の
有
効
性
は
認
識

す
る
が
、
他
の
事
業
者
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
町
が

補
助
す
る
事
は
な
じ
ま
な
い

と
考
え
る
。

答 問答 問

答問 答 問答 問答

問

答 答問

Q
＆

Ａ

一
般
質
問

町
長
　
民
間
事
業
の
力
を
期
待

結
婚
問
題
に
目
を
向
け
て

人口減少

ここが聞きたい
　３月定例会では、６人の議員が11項目について一般質問を行い、
各分野のさらなる復興について議論が展開されました。

( 一般質問は質問者の原文のとおり掲載しています）

一般
質問

及
　
川
　
幸
　
子 

議
員

問

　

失
わ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
が
大
事

  

教
育
長
　
地
域
に
根
ざ
し
た
子
供
を
育
む

社会教育

　
　

人
口
減
少
対
策
が
最
重

要
課
題
と
さ
れ
、
特
効
薬
が

な
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
結

婚
問
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　

旧
両
町
で
は
結
婚
連
絡

協
議
会
や
相
談
所
で
活
動
し

て
き
た
が
、
解
散
し
た
経
緯

が
あ
る
。

　
　

出
生
率
拡
大
に
向
け
て
、

町
を
挙
げ
て
の
婚
活
や
出
会

い
の
場
を
提
供
し
、
結
婚
に

繋
げ
て
は
。

　
　

結
婚
観
に
対
し
、
行
政

が
ど
こ
ま
で
介
入
で
き
る
か
、

デ
リ
ケ
ー
ト
な
部
分
が
あ
る
。

　
　

町
内
に
は
結
婚
し
て
い

な
い
人
が
大
勢
い
る
の
で
、

個
人
の
自
由
と
は
言
え
、
危

機
感
が
あ
る
が
。

　
　

結
婚
に
対
す
る
意
識
を

い
か
に
持
っ
て
も
ら
う
か
、

啓
発
に
つ
な
が
る
取
組
み
が

大
事
。

　
　

昔
は
仲
人
役
が
い
た
が

今
は
い
な
い
。
50
人
の
社
会

福
祉
委
員
︵
民
生
委
員
︶
を

全
地
区
に
配
置
し
て
い
る
の

で
、
情
報
を
共
有
し
て
は
ど

う
か
。

　
　

民
生
委
員
の
仕
事
を
増

や
す
事
に
な
り
、
婚
活
の
一

翼
を
担
う
事
は
問
題
で
あ
る

が
、
委
員
の
自
主
的
な
判
断

に
な
る
。

　
　

委
員
に
婚
活
を
頼
む
の

で
は
な
く
、
ニ
ー
ズ
を
拾
い

上
げ
て
ほ
し
い
。

　
　

重
要
性
は
十
分
認
識
し

て
い
る
の
で
、
各
種
婚
活
イ

ベ
ン
ト
に
対
し
、
民
間
事
業

の
力
を
期
待
し
な
が
ら
支
援

　
　

震
災
後
住
ま
い
が
変
わ

る
た
び
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

変
わ
り
、
町
民
が
大
変
な
思

い
で
あ
る
。
今
が
自
助
・
共

助
・
公
助
を
活
か
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
造
り
の
時
期
で
は

な
い
か
。

　
　

３
公
民
館
が
流
さ
れ
、

残
っ
た
の
が
入
谷
公
民
館
だ

け
で
あ
る
。
各
地
区
の
図
書

館
と
集
会
所
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
場
所
と
な
り
、
不
便
を

き
た
し
て
い
る
。

　
　

全
国
で
痛
ま
し
い
事

件
・
事
故
が
起
き
、
子
供
が

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
悲
惨
な

思
い
で
あ
る
。
社
会
教
育
の

充
実
に
向
け
た
施
策
の
考
え

は
。

　
　

ふ
る
さ
と
学
習
会
や
世

代
間
交
流
事
業
等
を
実
施
し

て
、
地
域
に
根
差
し
た
子
供

を
育
む
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
る
。

　
　

全
国
か
ら
様
々
な
文

化
・
芸
術
が
入
り
大
分
癒
さ

れ
て
い
る
が
、
子
供
た
ち
の

学
力
や
体
力
が
落
ち
て
、
更

に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
足
も
懸
念
さ
れ
る
が
。

　
　

震
災
で
社
会
環
境
が
大

き
く
変
化
、
子
供
に
は
大
き

な
影
響
を
与
え
た
と
思
う
。

健
全
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
造
り

の
基
礎
を
学
ば
せ
て
い
る
。

　
　

学
校
で
は
バ
ス
通
学
な

の
で
、
一
斉
下
校
し
て
い
る

が
、
先
生
あ
る
い
は
友
達
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
が
心
配
で
あ
る
が
。

　
　

４
月
よ
り
、
県
こ
ど
も

セ
ン
タ
ー
か
ら
医
師
が
来
て
、

心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
対
応
す

る
。　

等
検
討
し
た
い
。

答答

髙
　
橋
　
兼
　
次 

議
員

う
が
。

　
　

質
の
高
い
水
産
物
を
生

産
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

町
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
　

国
際
的
な
食
品
衛
生
管

理
方
式
、
ハ
サ
ッ
プ
認
定
取

得
の
考
え
は
。

　
　

現
実
に
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
難
し
い
、
漁
協
も
含
め

検
討
し
て
い
く
。

　
　

津
波
等
緊
急
時
の
対
応

策
は
。

　
　

市
場
近
く
の
高
台
へ
の

避
難
を
想
定
し
て
い
る
。
又
、

避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

周
知
徹
底
す
る
事
が
第
一
義

で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

初
期
の
投
資
と
維
持
管

理
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

が
対
応
は
。

　
　

︵
産
業
振
興
課
長
︶
必

要
限
度
の
整
備
で
進
め
、
運

用
面
に
お
い
て
、
極
力
無
駄

な
経
費
が
出
な
い
よ
う
努
力

す
る
。

　
　

漁
船
誘
致
活
動
を
活
発

化
す
べ
き
で
は
。

 

　

複
合
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
あ
る
の
で
今
後
に
向
け

検
討
す
る
。

 

　

砕
氷
棟
の
設
置
が
必
要
で

は
。

　
　

高
度
衛
生
管
理
型
魚
市

場
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方

は
。

　
　

水
産
物
の
輸
出
の
方
向

性
も
意
識
す
る
必
要
が
あ
り
、

高
度
な
衛
生
管
理
基
準
に
対

応
可
能
な
ハ
ー
ド
整
備
を
基

本
と
す
る
。

　
　

見
込
ま
れ
る
効
果
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　

安
全
で
安
心
な
水
産
物

が
提
供
で
き
、
付
加
価
値
化

や
ブ
ラ
ン
ド
化
が
期
待
さ
れ

る
。

　
　

海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
通

用
す
る
市
場
機
能
を
持
つ
漁

港
と
し
て
再
生
す
べ
き
と
思

問

問答 問答 問答 問

 

　

︵
産
業
振
興
課
長
︶
漁
協

と
協
議
の
上
、
費
用
対
効
果

を
考
え
事
業
を
進
め
て
い
く
。

 

　

現
在
の
買
受
人
数
と
今
後

の
考
え
方
は
。

 

　

︵
産
業
振
興
課
長
︶
現
在

32
社
で
あ
り
、
買
受
け
業
者

誘
致
に
向
け
た
環
境
づ
く
り

に
努
力
し
て
い
く
。

 

　

業
者
に
対
す
る
町
の
指
導

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

 

　

実
態
を
調
査
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

 

　

新
魚
市
場
と
観
光
産
業
等

の
連
携
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

 

　

交
流
人
口
増
大
に
向
け
、

一
つ
の
機
能
と
し
て
利
用
し

て
い
き
た
い
。

 

　

市
場
に
水
揚
げ
さ
れ
た
水

産
物
の
直
販
構
想
は
な
い
か
。

 

　

運
営
主
体
の
漁
協
と
検
討

し
な
が
ら
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

 

　

市
場
見
学
を
通
じ
て
地
元

水
産
業
を
今
後
の
教
育
に
い

か
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

 

　

︵
教
育
長
︶
同
感
で
あ
る

の
で
、
ぜ
ひ
前
向
き
に
検
討

し
て
い
く
。 地

域
ぐ
る
み
で
応
援

国
際
化
に
向
け
て

復旧した船揚場



問

答問答問

答問答

問答 答問答 問 問 答

答問

答 問答 問

問

問答

南三陸町議会だより 第37 号 ●12

問答

問答問答

Q
＆

Ａ

一
般
質
問

南三陸町議会だより 第37 号●13

町
長
　
町
の
中
心
部
へ
の
人
の
流
れ
を
誘
導
す
る

三
陸
道
の
Ｉ
Ｃ︵
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
︶付
近
の
整
備
は

交流促進

　
林
業
の
展
望
は

産業振興

答 問答 問

答 問答 問

答 問

答

Q
＆

Ａ

一
般
質
問

町
長
　
ソ
フ
ト
の
面
を
中
心
に
進
め
る

住
民
参
加
で
、
追
悼
、
鎮
魂
の
場
を

震災追悼

今
　
野
　
雄
　
紀 

議
員

後
　
藤
　
伸
太
郎 

議
員

　
　

高
台
連
絡
道
路
と
の
交

差
点
付
近
は
、
交
流
が
促
進

す
る
エ
リ
ア
な
の
で
は
。

　
　

土
地
利
用
と
い
う
観
点

か
ら
は
町
の
中
心
部
を
優
先

す
る
。
民
間
で
の
活
用
に
期

待
し
た
い
。

　
　

ポ
ー
タ
ル
セ
ン
タ
ー
の

今
後
は
。

　
　

町
の
中
心
部
へ
移
設
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
　

町
で
は
も
の
づ
く
り
特

区
、
観
光
特
区
を
導
入
し
て

い
る
が
ど
う
活
用
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　
　

特
区
は
税
制
優
遇
が
受

け
ら
れ
る
も
の
で
、
に
ぎ
わ

い
創
出
の
ウ
ル
ト
ラ
Ｃ
で
は

な
い
が
、
も
の
づ
く
り
特
区

で
は
17
社
が
適
用
さ
れ
て
い

る
。 

　
　

当
町
の
林
業
の
課
題
は
。

　
　

木
材
価
格
の
下
落
、
従

事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不

足
な
ど
構
造
的
問
題
が
あ
る
。

　
　

抜
本
的
な
対
策
が
難
し

い
中
、※

Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
を
受

け
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る

が
、
突
破
口
と
な
ら
な
い
か
。

　
　

先
進
的
な
一
次
産
業
へ

の
取
り
組
み
の
た
め
に
、
町

も
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
取
得
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
。

　
　

付
加
価
値
を
付
け
る
た

め
に
は
、
消
費
者
が
興
味
を

持
つ
よ
う
な
物
語
が
必
要
と

考
え
る
が
。

　
　

分
水
嶺
に
囲
ま
れ
た
当

町
で
は
、
山
と
海
の
つ
な
が

り
が
実
感
で
き
る
こ
と
を
発

信
し
、
付
加
価
値
を
高
め
た

い
。

  

町
長
　
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
を
は
じ
め
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
く

※

Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証…

独
立
し

た
第
三
者
機
関
が
一
定
の

基
準
等
を
も
と
に
、
適
切

に
管
理
さ
れ
た
森
林
及
び

そ
の
経
営
組
織
、
そ
こ
か

ら
の
流
通
・
製
造
事
業
者

を
認
証
す
る
世
界
的
認
証

制
度
。

　
　

隈
事
務
所
の
デ
ザ
イ
ン

し
た
中
橋
を
、
８
０
０
有
余

名
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
家
族
、

親
族
、
関
係
の
あ
る
方
た
ち

か
ら
、
橋
の
部
材
を
供
出
し

て
も
ら
い
シ
リ
ア
ル
番
号
等

を
つ
け
て
、
住
民
参
加
で
つ

く
れ
な
い
か
。

　
　

使
う
部
材
は
、
渡
り
板

だ
け
で
、
人
が
足
で
踏
ん
で

渡
る
の
で
、
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
た
ち
に
と
っ
て
の
利
用

は
い
か
が
な
も
の
か
。

　
　

暗
黙
の
利
用
方
法
と
し

て
、
は
だ
し
で
渡
る
橋
と
し

て
は
ど
う
か
。

　
　

中
橋
は
鎮
魂
の
橋
で
は

な
い
。
天
気
の
イ
イ
日
ば
か

り
で
は
な
く
、
雨
や
雪
の
日

も
あ
り
、
否
定
的
な
見
解
だ
。

　
　

天
気
、
雨
、
雪
の
自
然

現
象
が
売
り
で
、
そ
れ
を
体

感
し
て
も
ら
い
慰
霊
と
い
う

か
供
養
に
な
る
の
で
は
。

　
　

私
は
、
は
だ
し
で
歩
か

せ
る
考
え
は
な
い
。

　
　

渡
り
板
以
外
に
も
、
木

を
欄
干
と
か
で
は
使
え
な
い

の
か
。

　
　

高
欄
の
部
分
は
、
転
落

防
止
、
強
度
、
高
さ
の
基
準

が
あ
り
、
木
で
は
な
く
基
準

に
適
合
さ
れ
た
製
品
を
使
う
。

　
　

木
で
カ
バ
ー
す
る
よ
う

な
飾
り
高
欄
？
に
は
で
き
な

い
か
。

　
　

シ
ン
プ
ル
で
線
的
な
イ

メ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を
損
な

う
。

　
　

鎮
魂
の
森
の
構
想
で
の

樹
種
は
。

　
　

木
の
種
類
も
含
め
て
検

討
中
だ
。

　
　

ど
の
よ
う
な
木
を
植
え

る
に
し
ろ
、
先
ほ
ど
の
高
欄

の
部
材
に
木
を
使
っ
た
場
合
、

張
り
替
え
る
時
に
使
え
た
の

で
は
な
い
か
。

　
　

公
園
内
の
バ
ラ
ン
ス
を

見
な
が
ら
、
鎮
魂
の
森
の
エ

リ
ア
を
検
討
す
る
。

　
　

志
津
川
地
区
で
は
祈
念

公
園
が
確
定
し
た
が
、
折
立

地
区
や
伊
里
前
地
区
に
お
い

て
も
防
潮
林
を
か
ね
た
鎮
魂

の
森
の
整
備
が
必
要
で
は
。

　
　

戸
倉
地
区
、
歌
津
地
区

に
も
、
い
ず
れ
慰
霊
の
場
を

つ
く
る
。

　
　

戸
倉
中
学
校
に
１
階
を

　
　

交
流
人
口
拡
大
の
た
め

新
た
な
町
の
玄
関
口
と
な
る

Ｉ
Ｃ
付
近
の
整
備
が
重
要
だ

が
、
ど
ん
な
仕
掛
け
を
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　

港
町
ら
し
さ
が
感
じ
ら

れ
、
中
心
市
街
地
を
は
じ
め

と
す
る
各
地
区
へ
来
町
者
を

誘
導
で
き
る
よ
う
な
看
板
等

の
設
置
を
検
討
す
る
。
そ
こ

に
直
接
、
交
流
施
設
を
作
る

考
え
は
な
い
。

　
　

く
り
こ
ま
高
原
駅
か
ら

つ
な
が
る
県
北
道
路
と
三
陸

道
と
の
接
続
は
。

　
　

登
米
Ｉ
Ｃ
付
近
ま
で
延

伸
す
る
が
、
直
接
は
つ
な
が

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　

国
道
３
９
８
号
線
沿
線

の
土
地
利
用
計
画
は
。

　
　

基
盤
整
備
の
範
囲
外
で

あ
り
、
町
と
し
て
事
業
を
主

導
し
て
い
く
予
定
は
な
い
。

現
存
す
る
よ
う
な
形
で
改
修

で
き
な
い
か
。

　
　

津
波
を
か
ぶ
り
、
ど
ん

ど
ん
劣
化
し
て
ゆ
く
の
で
、

１
階
２
階
と
も
直
し
て
ゆ
く
。

　
　

津
波
伝
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し

て
の
慰
霊
の
場
は
。

　
　

映
像
ホ
ー
ル
は
地
元
の

人
は
見
に
行
か
な
い
。

　
　

公
民
館
的
機
能
と
し
て
、

生
涯
学
習
に
活
用
す
れ
ば
、

実
現
の
可
能
性
は
高
ま
る
の

で
は
。

　
　

社
会
教
育
施
設
と
し
て

定
住
化
の
時
代
に
使
え
る
の

で
、
積
極
的
に
検
討
し
た
い
。

　
　

最
後
に
、
今
後
追
悼
の

場
を
ど
う
い
っ
た
形
で
つ
く

っ
て
ゆ
く
の
か
。

　
　

慰
霊
の
場
は
、
町
と
し

て
３
か
所
に
、
心
静
か
に
手

を
合
わ
せ
る
場
所
を
つ
く
る
。

町
の
新
た
な
玄
関
口

林業への新たな挑戦

再活用される旧戸倉中

中橋のイメージ図
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町
長
　
有
料
化
を
検
討

お
年
寄
り
な
ど
交
通
弱
者
へ
の
対
応
策
は

町民バス

菅
　
原
　
辰
　
雄 

議
員

　
地
方
創
生
へ
の
考
え
と
取
り
組
み
は

  

町
長
　
英
知
を
出
し
合
い
よ
り
良
い
町
へ

まちづくり

民
間
の
動
き
に
対
し
て
は
で

き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。 

　
　

入
谷
地
区
は
バ
ス
停
か

ら
遠
く
に
住
む
人
が
多
く
バ

ス
停
ま
で
出
る
の
が
大
変
だ

が
、
対
応
策
は
。

　
　

バ
ス
を
各
地
区
に
乗
り

入
れ
る
と
最
初
に
乗
っ
た
人

は
余
分
な
時
間
が
か
か
る
。

有
料
化
し
た
場
合
距
離
が
料

金
に
反
映
さ
れ
る
な
ど
の
問

題
も
あ
り
個
別
へ
の
対
応
は

出
来
な
い
。

　
　

戸
口
か
ら
戸
口
ま
で
へ
、

予
約
制
の
乗
り
合
い
型
タ
ク

シ
ー
方
式
も
あ
り
導
入
に
つ

い
て
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
認
可
地
縁
団

　
　

御
前
下
地
区
で
の
基
盤

整
備
と
区
画
整
理
は
で
き
な

い
か
。

　
　

八
幡
川
東
側
エ
リ
ア
を

コ
ン
パ
ク
ト
に
集
約
し
て
復

興
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
の
で
、
現
時

点
で
は
町
事
業
に
よ
る
基
盤

整
備
は
想
定
し
て
い
な
い
が
、

答 問 答 問

答 問

問

　
　

地
方
創
生
は
町
の
課
題

を
解
消
し
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
国
が
後
押
し
す
る
も

の
と
思
う
が
町
の
考
え
と
取

り
組
み
は
。

　
　

人
が
中
心
で
あ
り
、
町

で
人
を
つ
く
り
そ
の
人
が
仕

事
を
つ
く
り
、
町
を
つ
く
る

流
れ
を
確
実
に
し
た
い
。
安

定
し
た
雇
用
の
場
を
生
み
都

市
か
ら
の
新
し
い
流
れ
を
つ

く
り
若
者
の
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
環
境
を
整
備
し
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く

る
。

　
　

地
方
創
生
も
全
国
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
定
住

化
や
少
子
化
、
子
育
て
支
援

な
ど
他
と
の
差
別
化
を
図
り

住
ん
で
み
た
い
と
思
わ
れ
る

地
域
づ
く
り
が
必
要
で
は
。

　
　

27
年
度
に
計
画
を
つ
く

る
も
の
で
あ
り
、
職
員
間
で

英
知
を
出
し
合
い
よ
り
よ
い

南
三
陸
町
へ
の
思
い
で
行
く
。 

Q
＆

Ａ

一
般
質
問

町
長
　
雇
用
環
境
の
確
保
と
充
実
を
図
っ
て
い
く

緊
急
雇
用
創
出
事
業
縮
小
で
雇
用
は

雇用対策

小 

野 

寺  

久  

幸 

議
員

　
　

緊
急
雇
用
創
出
事
業
の

継
続
が
望
ま
れ
て
い
る
が
。

　
　

町
内
に
雇
用
環
境
が
整

い
つ
つ
あ
る
こ
と
と
、
地
域

経
済
復
興
の
観
点
か
ら
、
被

災
者
支
援
事
業
な
ど
必
要
な

も
の
に
限
り
継
続
を
決
め
た
。

　
　

自
立
を
目
指
す
事
業
所

も
、
事
業
の
縮
小
を
や
む
な

く
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
。

　
　

従
事
者
全
員
に
町
内
企

業
の
求
人
情
報
の
提
供
を
行

っ
て
い
る
。
３
月
中
に
就
職

相
談
と
各
種
保
険
等
の
説
明

会
を
開
催
す
る
。

　

新
規
高
卒
者
雇
用
促
進
奨

励
金
制
度
に
つ
い
て
、
対
象

よ
る
格
差
解
消
の
た
め
に
、

最
低
賃
金
を
上
げ
て
、
事
業

者
に
は
政
策
的
支
援
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　

民
間
企
業
に
賃
金
ア
ッ

プ
の
た
め
の
財
政
支
援
は
あ

り
得
な
い
と
思
う
。

　
　

震
災
特
需
後
の
地
元
中

小
業
者
の
仕
事
と
し
て
、
橋

や
道
路
の
補
修
や
整
備
の
要

望
が
あ
る
が
。

　
　

町
と
し
て
、
発
注
し
て

い
く
こ
と
は
当
然
だ
が
、
建

設
・
土
木
関
係
は
だ
ん
だ
ん

縮
小
し
て
い
く
。

　
　

経
済
的
に
落
ち
込
ん
で

い
る
地
方
へ
の
重
点
配
分
が

必
要
と
思
う
が
。

　
　

国
の
公
共
事
業
予
算
の

配
分
が
ど
う
な
る
か
は
分
か

ら
な
い
。

　
　

町
職
員
の
疲
れ
を
フ
ォ

ロ
ー
す
る
た
め
、
増
員
が
必

要
と
思
う
が
。

　
　

震
災
以
降
、
総
数
と
し

て
増
え
て
い
な
い
。
再
来
年

あ
た
り
か
ら
事
業
も
少
な
く

な
る
の
で
、
適
正
規
模
と
い

う
観
点
で
採
用
を
図
る
。

　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
状
況
は
。

　
　

一
回
解
散
し
た
が
、
再

開
に
向
け
て
動
い
て
い
る
。

町
と
し
て
も
支
援
し
て
い
き

た
い
。

　
　

農
業
収
入
が
下
が
っ
て

い
る
が
、
経
営
の
見
通
し
は
。

　
　

こ
こ
数
年
で
10
人
の
新

規
就
農
者
が
あ
る
。
厳
し
い

状
況
で
あ
る
が
、
儲
か
る
農

業
、
６
次
産
業
化
に
対
し
て

支
援
を
し
て
い
く
。

者
と
人
数
の
拡
充
を
図
っ
て

い
く
。

　
　

最
低
賃
金
を
、
時
給
１  

０
０
０
円
に
設
定
で
き
な
い

か
。

　
　

国
に
地
域
の
声
を
届
け

る
こ
と
は
可
能
と
思
う
が
、

事
業
者
が
雇
用
を
控
え
る
懸

念
も
あ
る
。

　
　

中
央
と
地
方
、
業
種
に ,

　 

御
前
下
地
域
の
基
盤
整
備
・
区
画
整
理
は

  

町
長
　
民
間
で
主
体
的
に
行
う
場
合
は
、

　
　
　

  

支
援
さ
せ
て
も
ら
う

区画整理

体
に
よ
り
自
家
用
車
で
目
的

地
に
送
り
届
け
る
シ
ス
テ
ム

も
あ
る
。
料
金
も
タ
ク
シ
ー

の
半
額
ぐ
ら
い
だ
が
民
業
圧

迫
の
問
題
も
あ
る
。
方
向
性

の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い

る
。

　
　

乗
り
合
い
型
タ
ク
シ
ー

に
つ
い
て
も
学
識
経
験
者
や

タ
ク
シ
ー
事
業
者
な
ど
で
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
を
立

ち
上
げ
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
検

討
す
べ
き
で
は
。

　
　

事
業
主
体
な
ど
の
問
題

も
あ
る
が
検
討
材
料
の
一
つ

と
し
た
い
。

　
　

町
民
バ
ス
運
行
の
現
状

は
。

　
　

町
内
11
路
線
、
町
外
１

路
線
を
定
時
運
行
し
て
い
る
。

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ダ

イ
ヤ
改
正
や
バ
ス
会
社
な
ど

関
係
機
関
の
協
力
で
、
利
便

性
・
安
全
性
が
確
保
さ
れ
、

７
万
５
千
人
の
利
用
が
あ
り

前
年
比
１
割
増
加
す
る
な
ど

町
民
の
足
と
し
て
定
着
し
て

き
て
い
る
。
現
在
無
料
運
行

だ
が
復
興
財
源
依
存
を
改
め
、

27
年
度
中
の
有
料
化
へ
学
識

経
験
者
や
運
行
業
者
と
研
究

会
を
立
ち
上
げ
検
討
し
て
い

る
。

問

求人状況は

求められる区画整理まちづくりは人づくりから

人気の町民バス
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東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
や
住
宅

の
再
建
を
目
指
し
、
各
地
域

で
、
高
台
移
転
の
計
画
に
よ

り
、
本
格
的
な
防
災
集
団
移

転
工
事
等
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
各
施
設
の
復
興
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
、

震
災
復
興
の
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
検
討
す
る
も
の

で
あ
る
。 調

査
の
目
的

調
査
の
結
果

　

震
災
か
ら
４
年
が
経
過
し

た
が
、
漁
港
整
備
の
復
旧
工

事
の
進
捗
率
は
56
・
１
％
で

あ
る
。
集
中
復
興
期
間
が
残

す
と
こ
ろ
あ
と
１
年
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
当
然
、

工
期
内
に
工
事
が
完
了
す
る

の
か
と
い
う
懸
念
が
あ
る
。

現
時
点
で
業
者
か
ら
の
工
期

延
長
の
申
し
入
れ
な
ど
は
な

い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
各
種

の
復
興
事
業
が
錯
綜
し
て
い

る
昨
今
、
需
要
が
供
給
を
上

回
る
の
は
必
至
の
状
況
で
あ

り
、
町
と
し
て
そ
の
対
応
を

ど
う
す
る
か
、
依
然
大
き
な

課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
復
興
事
業
は
現
状

復
旧
が
原
則
で
あ
り
、
実
際

に
利
用
す
る
地
元
の
町
民
が

使
い
や
す
い
形
で
の
復
旧
が

で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
も

あ
る
。
創
造
的
復
興
の
た
め

に
機
能
性
を
向
上
さ
せ
な
が

ら
の
復
旧
・
復
興
を
目
指
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
際

に
前
述
の
原
則
が
障
害
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

加
え
て
、
漁
港
設
備
の
中
に

は
震
災
前
に
工
事
が
計
画
、

実
施
さ
れ
て
い
た
場
所
も
あ

り
、
そ
の
事
業
は
復
旧
が
完

了
し
た
後
に
別
工
事
で
行
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
震

災
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
も
の
を

流
さ
れ
、
失
い
な
が
ら
も
、

地
元
の
漁
港
で
懸
命
に
働
い

て
き
た
町
民
に
対
し
、
創
造

的
復
興
と
い
う
言
葉
の
意
味

を
納
得
い
く
形
で
示
せ
る
か

ど
う
か
、
町
の
覚
悟
が
問
わ

れ
て
い
る
。

　

現
地
調
査
を
し
た
漁
港
以

外
に
も
、
細
浦
、
石
浜
、
折

立
な
ど
、
そ
の
地
域
特
有
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
場
所
が

あ
り
、
地
元
と
の
協
議
、
連

携
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
る
必

要
が
あ
る
。

　

建
造
物
を
造
っ
て
、
そ
れ

で
復
興
が
終
わ
る
わ
け
で
は

　

被
災
し
た
地
域
に
お
い
て

は
住
宅
の
高
台
移
転
な
ど
造

成
に
着
手
し
、
町
の
復
興
が

少
し
ず
つ
計
画
的
に
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
人
口
の
流
失

も
増
加
し
て
お
り
、
魅
力
の

あ
る
町
を
再
生
す
る
こ
と
は

早
期
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
で
あ
り
、
農

業
施
策
に
お
い
て
は
、
津
波

　

被
災
し
た
農
地
を
復
旧
す

る
圃
場
整
備
は
平
成
28
年
度

ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
復

被
害
を
受
け
た
農
地
、
農
業

施
設
の
復
旧
、
被
災
農
家
の

経
営
再
建
と
深
刻
な
問
題
に

な
っ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
農

業
の
生
産
向
上
に
む
け
た
取

り
組
み
を
調
査
し
、
産
業
振

興
再
生
へ
の
方
向
性
を
検
討

す
る
も
の
で
あ
る
。 　

　

当
町
の
仮
設
住
宅
入
居
者

の
現
状
に
つ
い
て
調
査
し
、

町
民
福
祉
の
向
上
に
期
待
す

べ
き
、
今
後
の
具
体
的
な
取

組
み
に
つ
い
て
検
討
す
る
も

の
。

　

被
災
か
ら
４
年
近
く
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
が
違
っ
て

く
る
に
従
い
、
焦
り
や
遠
慮

な
ど
か
ら
、
心
の
隔
た
り
が

生
じ
て
い
る
部
分
も
見
受
け

ら
れ
る
の
で
、
な
お
相
当
期

間
の
き
め
細
か
い
支
援
の
継

続
が
必
要
で
あ
る
。

　

支
援
員
の
活
動
は
、
被
災

者
の
心
の
支
え
と
な
っ
て
お

り
今
後
一
層
重
要
に
な
る
も

の
と
思
わ
れ
、
町
外
移
転
者

へ
の
現
地
自
治
体
で
の
同
じ

よ
う
な
支
援
の
継
続
や
こ
れ

ま
で
の
活
動
で
見
え
て
き
た
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
構
築
、

独
居
高
齢
者
に
対
す
る
通
院

や
買
い
物
の
利
便
性
な
ど
の

き
め
細
か
い
生
活
上
の
支
援
、

若
者
が
定
住
で
き
る
職
場
・

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
産
業
再

生
な
ど
、
町
へ
の
つ
な
が
り
、

町
外
在
住
者
の
帰
町
意
欲
を

失
わ
せ
な
い
た
め
の
一
層
の

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

りへの提言
　平成27年２月10日(火)役場庁舎２階議

員控室で担当課より説明を受け、町管理

漁港の復旧・復興状況について現地調査

を行った。

  総  務
  常任委員会

  総  務
  常任委員会

  総  務
  常任委員会

復
興
事
業
に
依
然
大
き
な
課
題

まちづく委員会
報　告

な
い
。

　

復
興
の
先
の
発
展
を
見
据

え
て
、
復
旧
し
た
施
設
を
ど

う
活
用
し
、
町
と
し
て
ど
う

豊
か
に
な
っ
て
い
く
の
か
、

地
元
の
声
を
つ
ぶ
さ
に
聞
き
、

町
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
た

め
、
当
委
員
会
で
は
引
き
続

き
震
災
復
興
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
調
査
を
継
続
し
て

い
く
。

成27年２月９日(月)役

舎２階議員控室で担当

り説明を受け、町内農

設の現地調査を行った。

産業建設
  常任委員会

産業建設
  常任委員会

調
査
の
目
的

調
査
の
結
果

民生教育
  常任委員会

民生教育
  常任委員会

き
め
細
か
い
支
援
の
継
続
が
必
要

調
査
の
目
的

調
査
の
結
果

　平

場庁

課よ

業施

農
家
経
営
環
境
は
厳
し
い
状
況

　平成27年１月26日(月)南

三陸町被災者生活支援セン

ターにて、支援員から仮設

住宅での被災者生活の現状

と課題について聞き取り調

査を行った。

旧
計
画
か
ら
現
地
調
査
結
果

の
検
討
で
は
、
震
災
前
の
状

況
を
取
り
戻
す
こ
と
は
非
常

に
厳
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　

耕
作
者
の
高
齢
化
・
担
い

手
の
不
足
・
初
期
の
資
金
不

足
・
所
得
の
問
題
・
今
後
の

農
業
改
革
な
ど
、
農
業
経
営

の
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
農

業
の
復
興
に
は
農
地
基
盤
の

早
期
整
備
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

層
か
ら
農
業
の
担
い
手
を
育

成
し
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
希
望
を
も
て
る
経
営
支

援
の
取
り
組
み
が
望
ま
れ
る
。

 支援員からの聞き取り  田植えを待つ水田  漁港の整備状況調査
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町民の声をきいて町民の声をきいて町民の声をきいて町民の声をきいて！！！
  陳　情　書

陳情３の1　　　　　　　　　 仮設住宅の空き部屋有効利活用に関する陳情

　東日本大震災により住居を失い、避難所から仮設住宅へと、不自由ながらも一定の生活とプライバシ

ーの確保が可能な住まいを与えていただき感謝しています。しかし、時間の経過と共に家庭の状況が大

きく変化し、家庭内のプライバシーに苦慮している家庭が多く見受けられます。

　大人になる一番大事な時期の思春期の子供が、プライバシーが確保された部屋で育ってほしいと願う

ものであり、住宅の再建を夢見て気に入った生活用品や家財を購入したり、物資等で頂戴したものの全

てを失った不安から処分ができないなど、狭い仮設とは知りつつも、どうしても荷物が増えてしまいます。

　現在、南方仮設団地では、半数近くの世帯が自立再建等により、仮設住宅から移転して空室となって

いることから、現時点での家庭構成に考慮した間取りの部屋が利用できるようにご配慮をくださいます

事と、また、一時的でも荷物等の保管に空室を使用できるように、特段のご配慮を賜りますようよろし

く陳情申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　 陳情者　南方第１自治会　会長　宮川　安正

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　南方第２自治会　会長　佐藤　清太郎

陳情３の２　　　　　　　ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する陳情

　現在、わが国におけるウイルス性肝炎患者は、350万人以上いると推定され、ウイルス性肝炎患者に対

してかかる特別な措置がとられるにあたっては、平成21年制定の肝炎対策基本法により国の責任である

ことが明確となっている。

　それにもかかわらず、医療費助成の対象が一部の抗ウイルス療法に限定されていることや、被害者が

立証手段を失って司法救済の対象外となっていることから、患者支援策として現在は助成対象とはなっ

ていない医療費への助成制度の拡充・充実を図るとともに、障害者手帳の認定基準について早急に患者

の実態に配慮した基準の緩和・見直しを行うべきである。

　以上より、貴議会において、地方自治法第99条の規定により衆参両議院並びに政府（内閣総理大臣・

厚生労働大臣）に対し意見書を提出していただくよう陳情します。

　　　　　　　　　　　　   陳情者　宮城県肝臓病交友会　　　　  代表　大江　正義

                        　　　　　　　　   B型肝炎被害対策東北弁護団　団長　鹿又　喜治

                                                   薬害肝炎訴訟東北弁護団　　  団長　増田　祥

　地方教育行政の組織及び運営に関する法

律の一部を改正する法律（平成26年法律第

76号）の施行に伴い、教育長が教育委員会

の代表として位置付けされることから、関

係条例の一部を改正するものである。

　提出者　南三陸町議会議員　後藤　清喜

   賛成者　南三陸町議会議員　三浦　清人

　　　　　　　   同　　　　　山内　昇一

　　　　　　　　同　　　　　菅原　辰雄

　　

【発議第１号】

議  員  提  出  議  案

本案は、原案のとおり可決されました。

　国会及び政府におかれては、下記事項を

実現するよう強く要望する。

　　　　　　　　　 記

１　ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療 

　　費助成制度を創設すること

２　身体障害者福祉法上の肝機能障害によ

　　る身体障害者手帳の認定基準を緩和し、

　　患者の実態に応じた認定制度にすること

【発議第２号】

　　以上、地方自治法第９９条の規定により
　意見書を提出する。

　意見書提出先　　

　　　　　　　衆議院議長、参議院議長、
　　　　　　　内閣総理大臣、厚生労働大臣　宛

　この請願書は、東日本大震災特別委員会へ付託されました。

請願３の1

  請　願　書
　　　　　　　 防災対策庁舎の宮城県への委譲を求める請願書

　南三陸町議会において、防災対策庁舎の早期解体を求める陳情が採択され、町長が、解体するという

苦渋の決断を下してから１年以上が過ぎましたが、防災対策庁舎は依然、変わらぬ姿のまま佇んでいます。

　その間、宮城県では、震災遺構に関する有識者会議より2014年12月に知事への答申がなされましたが、

町内においては、防災対策庁舎の保存の是非についての議論は充分ではありません。ご遺族の方々や町

民にとって、庁舎の今後を落ち着いて議論することは、つらく、苦痛を伴うものです。町民の心が、防

災対策庁舎と向き合えるようになるまでの間、防災対策庁舎は解体せず、建物の補修と維持管理を宮城

県に移譲すべきと考えます。

　町内で議論した結果が解体でも保存でも、より多くの町民が納得する充分な議論を交わす時間を作る

ため、防災対策庁舎の宮城県への委譲を求めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　 請  願  者　　上の山　　及川　　渉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   本　浜　　小野　具大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   仙台市　　佐藤　太一

                                                      紹介議員　   後藤　伸太郎　　　 小野寺　久幸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   佐藤　正明             村岡　賢一

陳情３の３　　　　　　　防犯カメラの設置に関する陳情書

　南三陸町内の治安情勢は、一見平穏に感じられる状況にありますが、最近では復興工事現場における

窃盗事件や、器物損壊事件等が身近なところで発生しており、今後の治安情勢に不安を感じているところです。

 これまでの防犯ボランティアの方々によるパトロールなどのマンパワーによる防犯対策に加え、これか

らは「現在及び将来の町民が安心して暮らすことができる地域社会の実現」を目指す、犯罪が起きにく

いまちづくりを推進していく必要があります。

　つきましては、南三陸町民の生命、身体、財産等を守るためにも、市街地・道路等の公共空間の犯罪

多発地域に加え、災害公営住宅整備事業、防災集団移転促進事業などの新規事業において、「南三陸町

安全・安心まちづくり条例」を根拠とした防犯カメラの設置について強力に推進していただきますよう

陳情要望いたします。　

　　　　　　　　　　　　　　　　 陳情者　南三陸警察署協議会　会長　小島　孝尋

　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　

この陳情書は、総務常任委員会へ付託されました。

　この陳情書は、採択されました。

南三陸町議会委員会条例の一部を
改正する条例制定について

ウイルス性肝炎患者に対する医療
費助成の拡充を求める意見書



編
集
後
記

　

五
月
晴
れ
の
空
に
心
は

ず
む
今
日
こ
の
頃
、
新
年

度
を
迎
え
町
民
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
度
は
震
災
復
興
計

画
前
半
の
最
終
年
度
で
あ

り
、
復
興
期
か
ら
発
展
期

へ
の
移
行
を
図
り
長
期
総

合
計
画
を
作
り
上
げ
、
震

災
か
ら
の
復
興
に
向
け
た

道
筋
を
立
て
、
中
長
期
的

な
将
来
像
を
見
い
だ
す
考

え
で
す
。

　

広
報
の
発
刊
に
お
い
て

も
、
私
た
ち
議
会
広
報
委

員
６
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
研

修
を
重
ね
、
各
議
員
の
議

論
内
容
を
読
み
や
す
く
正

確
に
、
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま

す
。
皆
様
に
期
待
さ
れ
る

広
報
誌
を
目
指
す
た
め
に

も
、
多
く
の
ご
意
見
・
ご

要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

         　

佐
藤　

正
明

　

 

み
な
さ
ん
と
共
に

　
　
あ
た
ら
し
い
町
づ
く
り

わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言
皆さんの考えをお聞かせ下さい。

﹁
今
で
き
る
こ
と
﹂　

　
　
中
在

小
　
野
　
恵
美
子
さ
ん

﹁
今
、
出
来
る
こ
と
﹂

　
　
林

　
　

小
　
畑
　
康
　
弘
さ
ん

　

三
月
に
娘
の
卒
園
式
が
あ
り
ま
し

た
。
気
づ
け
ば
も
う
二
度
目
の
卒
園
。

日
々
子
育
て
に
追
わ
れ
娘
の
保
育
所

生
活
を
じ
っ
く
り
思
い
返
す
余
裕
が

な
か
っ
た
自
分
が
そ
こ
に
い
ま
し
た
。

　

飾
ら
れ
た
絵
や
習
字
、
ど
れ
も
成

長
の
証
だ
と
お
も
う
と
家
庭
と
は
違

っ
た
環
境
で
の
成
長
の
大
き
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

今
、
南
三
陸
町
で
は
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
に
伴
い
少
し
ず
つ

子
育
て
の
環
境
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
家
庭
環
境
に
合
わ
せ
た
施
設

が
利
用
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
。

そ
れ
だ
け
受
け
入
れ
の
幅
が
あ
れ
ば

躊
躇
な
く
働
く
こ
と
が
で
き
る
お
母

さ
ん
は
沢
山
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

働
き
な
が
ら
子
育
て
を
す
る
大
変

が
楽
し
い
に
変
わ
る
こ
と
を
願
い
た

い
で
す
。

発
行
責
任
者  

議
長  

星  

喜
美
男

皆さん議会傍聴に来て下さい
次回の定例議会は６月を予定しています。

● 日程等詳しくは議会事務局にお問い合わせください。　TEL (0226)  46－1375 

議
会
広
報
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　
　

  

委 

員 

長　

髙
橋　

兼
次

　
　
　

副
委
員
長　

後
藤
伸
太
郎

　
　
　

委　
　

員　

村
岡　

賢
一

　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺
久
幸

　
　
　
　
　
　
　
　

及
川　

幸
子

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

正
明　
　

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
、
私
は

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
今
が
あ
り
ま

す
。
昨
年
林
地
区
に
自
宅
を
再
建
し
、

理
容
店
も
開
業
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。

　

南
三
陸
町
は
現
在
復
興
の
真
最
中

で
す
。
そ
の
復
興
を
待
ち
焦
が
れ
泣

く
泣
く
他
の
町
に
移
り
住
む
方
が
大

勢
居
ま
す
。
そ
の
人
そ
の
人
で
様
々

な
思
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
為
に
も
地

方
創
生
に
関
し
て
す
ぐ
に
取
り
組
む

事
、
時
間
を
か
け
て
行
う
事
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

今
、
南
三
陸
町
は
メ
デ
ィ
ア
を
多

く
活
用
し
て
い
て
笑
顔
を
届
け
た
り
、

美
味
し
い
食
を
伝
え
た
り
そ
の
活
動

に
よ
り
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
元
の

輝
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

嬉
し
い
限
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
高

齢
者
か
ら
多
く
学
ぶ
事
、
郷
土
芸
能
、

農
業
や
漁
業
等
の
一
次
産
業
を
継
承

し
て
い
く
事
等
沢
山
あ
り
ま
す
。

　

親
切
で
安
全
で
綺
麗
な
町
を
取
り

戻
し
活
力
が
有
り
多
く
の
人
が
集
う

生
々
た
る
南
三
陸
町
を
皆
が
求
め
て

い
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
人
、
震
災

で
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
人
が
郷
里
応

援
団
と
し
て
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま

す
。
ヨ
ロ
シ
ク
お
願
い
致
し
ま
す
。
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